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五
荘
地
区
は
14
地
区
あ
り
ま
す
。
都
市

化
し
た
地
区
と
中
山
間
地
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
都
市
化
し
た
地
域
で
は
山
沿
い

に
小
面
積
の
田
畑
が
耕
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
河
川
の
流
水
を
利
用
し
て
お

り
、
給
水
作
業
に
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
域
は
小
区
画
の
田

が
多
く
、
農
業
機
械
も
大
型
化
で
き
ず
、

そ
れ
で
も
一
通
り
揃
え
る
と
高
価
と
な

り
、「
こ
の
機
械
が
壊
れ
た
ら
農
業
を
や

め
る
」
と
い
う
声
を
何
度
も
聞
き
ま
す
。

遊
休
農
地
が
増
え
な
い
よ
う
に
と
高
齢
の

方
が
頑
張
っ
て
い
る
間
に
、
行
政
に
は
小

規
模
農
家
へ
の
支
援
が
届
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
頃
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の

被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
サ
ル
の
被
害

が
大
き
く
、
楽
し
み
で
作
っ
て
い
る
家
庭

菜
園
さ
え
も
見
切
り
を
つ
け
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
追
い
の
電
気
柵
に

補
助
金
が
あ
る
も
の
の
、
維
持
管
理
が
必

要
な
た
め
、
高
齢
の
方
や
女
性
の
方
に

は
、
な
か
な
か
活
用
さ
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

作
物
を
作
ら
な
く
な
る
と
、
田
畑
や
農
業

へ
の
関
心
も
低
く
な
る
の
で
、
鳥
獣
害
対

策
に
も
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
が
守
ら
れ
、
楽
し
み
の
あ
る
農
業

が
で
き
る
よ
う
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

推
進
委
員　

鞍
留　

眞
司
）

　

但
東
町
の
北
東
部
に
あ
る
資
母
地
区

は
、
出
合
か
ら
丹
後
方
面
へ
約
８
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
か
ら
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
間
地

域
で
す
。当
地
域
で
は
水
稲
や
ピ
ー
マ
ン
、

シ
ル
ク
コ
ー
ン
、
山
ウ
ド
、
大
豆
、
ネ
ギ
、

ソ
バ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
近
年
若

い
新
規
就
農
者
が
年
々
増
え
、
遊
休
農
地

の
活
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

姿
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
中
で
も
但
馬
の
特
産
品
で
あ
る
ピ
ー

マ
ン
は
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
の
流
れ
が

構
築
さ
れ
て
お
り
、
先
輩
農
家
に
相
談
す

る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
ピ

ー
マ
ン
作
り
の
仲
間
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
遊
休
農

地
の
確
認
等
を
行
い
、
地
域
の
方
か
ら
困

り
ご
と
を
お
聞
き
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す

が
、
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
が
現
状
で
す
。
山
間
地
で
は
、
作
業
効

率
の
低
さ
と
鳥
獣
害
の
深
刻
化
、
さ
ら
に

は
、
管
理
す
る
農
業
者
の
高
齢
化
や
離
農

な
ど
が
重
な
っ
た
結
果
、
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
圃
場
整
備
田
に
関

し
て
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

取
り
組
み
、
地
域
の
輪
で
困
難
を
乗
り
越

え
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

遊
休
農
地
と
離
農
農
家
の
耕
作
地
が
課
題

と
な
り
、
隣
接
す
る
認
定
農
業
者
へ
相
談

し
、現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

区
の
農
業
者
間
で
調
整
し
、
1.4
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
を
集
積
し
、
預
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
最
大
の
課
題
は
農
家
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
で
す
。
今
後
、
地
域

農
業
を
守
る
た
め
に
は
、
土
地
利
用
型
を

目
的
と
し
た
、
水
稲
主
体
の
農
業
ス
ク
ー

ル
生
の
育
成
、
大
型
機
械
導
入
の
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
者
の

声
を
聞
き
、
農
地
の
管
理
利
用
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
本　

雅
浩
）（農地利用最適化推進活動　資母）

資母地区の農地の様子

（農地利用最適化推進活動　五荘）
防護柵で囲われた田畑

鞍留推進委員

石原農業委員

松本推進委員

早水農業委員

山間の田畑
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農
業
委
員
　
田
中
　
竹
治

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員橋

本
　
義
明

　

昨
年
11
月
20
日
・
21
日
に
、
委
員
26

名
の
参
加
に
よ
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
１
日
目
は
倉
吉
市
で
苗
作
り
か

ら
販
売
・
運
送
ま
で
を
手
が
け
る
「
株

式
会
社
大
上
農
園
」
に
て
施
設
見
学
を

行
い
、
白
ネ
ギ
の
周
年
栽
培
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
２
日
目
は
「
倉

吉
市
農
業
委
員
会
」
で
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

《
株
式
会
社
大
上
農
園（
倉
吉
市
）

訪
問
研
修
》

　

平
成
27
年
に
葉
タ
バ
コ
生
産
か
ら
撤

退
後
、
白
ネ
ギ
生
産
へ
転
換
し
、
株
式

会
社
大
上
農
園
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
物
を
白
ネ
ギ
１
本
に
絞
り
、
生
産

面
積
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
周
年
栽
培
を

さ
れ
て
い
る
社
員
数
33
名
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
す
。

　

ネ
ギ
生
産
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
業

務
の
効
率
化
に
対
す
る
社
員
の
意
識
改

革
を
行
い
、
機
械
の
活
用
で
勘
や
経
験

を
可
視
化
し
、
高
い
技
術
力
の
標
準
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

次
に
、
営
農
支
援
ツ
ー
ル
「
ア
グ
リ

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
気
候
変
動
対
応

や
圃
場
管
理
と
各
作
業
の
進
捗
状
況
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
「
ア
グ
リ
ノ
ー

ト
」
か
ら
抽
出
し
た
実
績
デ
ー
タ
を
基

に
、
次
期
作
の
品
種
や
施
肥
設
計
の
変

更
検
討
に
活
用
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た

デ
ー
タ
管
理
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

土
作
り
に
お
い
て
は
、
土
壌
改
良
に

取
り
組
ま
れ
、
化
成
肥
料
か
ら
徐
々
に

有
機
肥
料
に
シ
フ
ト
し
、
将
来
的
に
は

ネ
ギ
屑
を
堆
肥
化
し
、
「
循
環
型
農

業
」
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

常
に
新
し
い
も
の
を
創
造
し
、
デ
ー

タ
の
活
用
に
よ
る
戦
略
的
な
農
業
経
営

を
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
倉
吉
市
農
業
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
》

　

「
倉
吉
市
農
業
委
員
会
」
は
、
農
業

委
員
19
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
９
人
で
構
成
さ
れ
、
女
性
委
員
が
５

人
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
農
地

利
用
の
最
適
化
活
動
に
力
を
注
い
で
い

る
と
の
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の
再
生
の

取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
遊
休

農
地
は
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題
で

す
。
豊
岡
市
で
も
農
業
委
員
及
び
推
進

委
員
で
、
日
々
・
一
斉
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
利
用
意
向
調
査
後
、
各
地
権

者
へ
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
改
善
し
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

倉
吉
市
で
も
、
年
１
回
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
岡

市
と
の
違
い
は
、
市
長
又
は
副
市
長
、

市
農
政
課
、
関
係
団
体
と
合
同
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
市
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
広
く

市
民
へ
も
広
報
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
市
単
独
事
業
で
遊
休
農

地
再
生
に
か
か
る
予
算
を
計
上
し
、
遊

休
農
地
を
３
年
以
上
活
用
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
地
権
者
に
で
は
な
く
、

担
い
手
を
対
象
に
助
成
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
交
付
対
象
先
が
耕
作
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
を
呼
び
か
け
、
再
び
遊
休
農
地

に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
だ
結
果
、

18
年
間
で
61
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
削
減

実
績
が
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

《
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
》

　

他
市
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、今
後
の
活
動
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。倉
吉
市
の
取
り
組

み
を
、そ
の
ま
ま
豊
岡
市
に
取
り
入
れ
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、遊

休
農
地
の
解
消
を
行
政
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、少
し
で
も

多
く
の
市
民
に
農
地
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
農

業
の
担
い
手
が
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
若
者
に

も
魅
力
あ
る
農
業
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
鳥
取
県
へ
視
察
研
修

　
　
株
式
会
社
　
大
上
農
園

　
　
倉
吉
市
農
業
委
員
会

倉吉市農業委員会との意見交換 株式会社大上農園の施設見学

③　とよおか農業委員会だより　2025. 3.312025. 3.31



伝統農産物、特産農産物の紹介
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きばっとんなる人らぁ○55 このコーナーでは、このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。地域で頑張るみなさんを紹介します。

「故郷、I　♡　Toyooka！」
杉本　絵里奈さん（竹野町）

　杉本絵里奈さんは豊岡市出身で、金融機関
に勤務しながら、フィットネスインストラク
ターと、コウノトリ育む農法で栽培された米
粉を使った、ドーナツ屋「キミボク」を経営
される、パラレルキャリアで３つの顔を持つ
頑張り屋な女性です。ドーナツ屋起業の背景
には、米所でもある故郷、豊岡市の地方活性
に貢献したいという熱い地元愛と、素材にこ
だわったドーナツを介して心身の健康をお届
けし、自分自身を労わることの大切さを伝え
たいという想いがあります。
　豊岡に今でも残る田舎ならではの縁と繋が
り、ほっとする温かさ、時代が変わっても大
切にしていきたい人との縁と繋がりを、ドー
ナツの丸い形で表現し、“あなたがいるから私
がいる”という感謝の気持ちを「キミボク」
という店名に込められたそうです。
　2024年には豊岡ならではの発想で、幸せを
運ぶ鳥「コウノトリ」をモチーフにドーナツ
ギフト「コウノトリの授かりもの」を開発さ
れました。コウノトリが飛び交う自然豊かな
豊岡市産の食材（コウノトリ育む農法の米粉、
神鍋高原の木炭、竹野浜の誕生の塩）を豊富
に使用し「コウノトリ伝説」の残る久々比神
社の絵馬をセットしたギフトボックスの商品
化です。
　豊岡市を愛し、豊岡市で頑張っている方々
と連携し、豊岡市の魅力が伝わるよう心を込
めて商品化しました。と語っておられます。
　今は仕事の関係で豊岡市から離れて暮らし
ておられますが、何年経っても続く地元愛に
感銘を受けました。

（農業委員　平峰　英子）

「事業承継を受けて規模拡大へ」
林　正樹さん（日高町松岡）

　林正樹さん（49歳）は一般企業のサラリー
マン、農業法人勤務を経て、農業スクールに
通う中、同地区の先輩農業者の方から「農業
をするなら私の施設や機械を使わないか」と
の話があり、農業スクール卒業後、先輩農業
者のもとで、1年間指導や助言を得た上で事
業承継し、就農4年目となられました。
　現在の経営面積は、11haで、その内、水稲
作10haをコウノトリ育むお米の減農・無農薬、
酒米を中心に耕作し、菌床シイタケ栽培0.3a、
露地野菜50a、大豆などの畑作物50aを栽培
されています。農作業のピーク時には、家族
の応援を受けながら取り組まれています。
　学生の頃から、野菜作りに興味があり、で
きた野菜をおすそ分けをすると大変喜ばれた
ことから、その時の思いが今に繋がっていて、
農作物作りの楽しさや農業経営の難しさを感
じながら営農をされています。地元地域で増
えつつある耕作放棄地の解消に向けた畑作物
栽培も考えておられます。
　環境に配慮した米作りや学校給食への提供、
農薬を出来るだけ使わない野菜作りについて
も意欲をもたれ、菌床シイタケから出る廃菌
床と、牛糞を使い、有機質堆肥を作って圃場
に還元し、低コスト化に努めておられます。「地
域とともに、自身も成長しながら安定した農
業の複合経営を行っていきたいです。」と意気
込みを語っておられました。

（農業委員　尾藤　光）

コウノトリの授かりもの 杉本　絵里奈さん

林　正樹さん



伝統農産物、特産農産物の紹介
　

市
内
（
豊
岡
・
但
東
）
６
人
の
新
規

就
農
者
が
ネ
ギ
人
生
産
組
合
を
立
ち
上

げ
生
産
す
る
白
ネ
ギ
で
、「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
は
、
白
い
部
分

（
葉
鞘
）
の
太
さ
が
３
セ
ン
チ
以
上
等

の
太
さ
に
厳
格
な
基
準
を
設
け
、
太
マ

ッ
チ
ョ
・
細
マ
ッ
チ
ョ
等
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

葉
鞘
の
太
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
生
産
す

る
た
め
に
、土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
り
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
よ
り
良
い
製
品
を

作
り
出
す
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
太
い
葉
鞘

に
ネ
ギ
の
甘
さ
と
な
る
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
太
け
れ

ば
太
い
ほ
ど
甘
く
て
う
ま
み
の

あ
る
ネ
ギ
に
な
る
の
で
す
。

　

今
年
度
、
同
組
合
は
計
3.5
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
圃
場
で
「
Ｔ
Ａ
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
を
生

産
し
て
お
り
、
11
月
下
旬
頃
か

ら
２
月
末
頃
ま
で
、
近
隣
ス
ー

パ
ー
や
全
国
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

に
約
１
０
０
ト
ン
の
出
荷
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

但
馬
地
方
は
冬
場
、
降
雪
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
、

露
地
野
菜
の
生
産
が
非
常
に
過

酷
な
環
境
で
す
。
そ
こ
で
安
定
的
に
収

入
を
得
て
生
産
が
で
き
る
作
物
を
探
す

中
で
、「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ

ョ
」
に
行
き
着
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
ネ
ギ
と
い
う
と
、
朝
来
地
域
で
栽

培
さ
れ
る
「
岩
津
ネ
ギ
」
が
あ
り
ま
す

が
、
白
ネ
ギ
の
産
地
と
し
て
の
但
馬
を

協
力
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」

と
組
合
代
表
の
鎌
田
頼
一
さ
ん
は
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

桑
田　

均
）

　

昭
和
63
年
、
日
高
町
立
農
産
物
加
工

所
が
で
き
、
ま
る
ご
と
日
高
み
そ
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成

28
年
に
は
、 

代
表
の
辻
慶
子
さ
ん
が
マ

ロ
ニ
エ
加
工
グ
ル
ー
プ
を
９
人
の
メ
ン

バ
ー
で
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
栽
培
し
た
山
椒
を
持
ち
寄
り
、
ま

る
ご
と
日
高
み
そ
を
使
い
、
山
椒
み
そ

を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、「
令
和
６
年
度
ひ
ょ
う
ご

の
農
と
く
ら
し
研
究
活
動
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
所
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
励
み
に
な
っ
て
い
る
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
椒
の
赤
く
熟
し

た
実
の
皮
を
使
っ
た
山
椒
み
そ
は
、
程

よ
い
香
り
と
甘
み
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
さ

わ
や
か
な
辛
さ
が
味
わ
え
、
長
期
保
存

が
で
き
ま
す
。
今
で
は
地
元
は
も
ち
ろ

ん
、
東
京
、
大
阪
な
ど
か
ら
も
再
注
文

が
く
る
ほ
ど
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」、  

ガ

ン
ピ
ー
穀
物
倉
庫
、
ま
た
地
元
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
一
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
メ
ン
バ
ー
同
士
楽
し
み
な
が

ら
、
販
路
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
農
業
委
員　

尾
藤　

光
）

Part17

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ　

山
椒
み
そ

ＴＡＪＩＭＡネギマッチョ

山椒みそ　加工風景日高町岩中　加工所

⑤　とよおか農業委員会だより　2025. 3.312025. 3.31
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農地の売買・贈与・転用等をする場合、農地法の許可が必要です。
　農地法の適用対象となる「農地」とは、耕作の目的に供さ
れる土地と定義されています。（農地法第２条第１項）土地登
記簿上の地目が田・畑ならもちろんですが、宅地等、農地以
外でも、土地の現況が農地の場合、権利移動や農地転用する
ときは、農地法の許可を受ける必要があります。

４月 １日（火）～４日（金）
５月 １日（木）、２日（金）、７日（水）
６月 ２日（月）～５日（木）
７月 １日（火）～４日（金）
８月 １日（金）、４日（月）、５日（火）
９月 １日（月）～５日（金）
10 月 １日（水）～３日（金）、６日（月）
11 月 ４日（火）、５日（水）、６日（木）
12 月 １日（月）～５日（金）

農地法許可申請（届出）受付日

【申請受理から許可まで約１か月】
・農地法第３条…農地を耕作目的で権利移動（売買、賃借等）
・非農地証明申請、農地改良届（農地の形状変更）

【申請受理から許可まで約2 か月】
・農地法第４条…農地を農地以外へ転用（権利移動伴わない）
・農地法第５条…農地を農地以外へ転用（権利移動伴う）
※ 申請書の様式：農地法第３条は豊岡市のホームページ、農地法

第４条、第５条は兵庫県のホームページにあります。

農地法許可申請の種類及び許可までの期間

許可を取らずに違反転用した場合、３年以下の懲役　または　300万円以下（法人は１億円以下）の罰金
を科せられる場合があります。

農地の賃借料情報
　2024 年１月から12 月までに利用権が設定（公告）された賃貸借（借賃が有料）における賃借
料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりです。
　この金額は実績から算出された参考数値です。土地の広さや形状、水利等の各種条件を考慮し、
賃貸借当事者間で賃借料を決めてください。

2025年２月27日　　豊岡市農業委員会
　■田（水稲）

地域名 平均額（円/年）最高額（円/年）最低額（円/年） 抽出筆数
（借賃が有料）

使用貸借筆数
（借賃が無料）

豊岡地域 10,700 18,600 4,000 81 276
城崎地域 － － － － －
竹野地域 － － － － －
日高地域 6,600 10,000 3,000 75 497
出石地域 7,300 10,000 3,000 56 451
但東地域 6,300 9,300 5,000 5 129
全地域 8,300 － － 219 1,373

　【この表の見方】
１  抽出筆数は、標準的な賃借料を算出するため、全賃借料の平均値±70％を超えるものを除い

ています。
２ 借賃を現物で定めている場合は、60kg当たり18,600円で換算しています。
３ 金額は、100 円単位に四捨五入しています。
４ 参考のために使用貸借（借賃が無料）の筆数もお知らせします。
５  畑については事例が少ないため算出しません。 ※城崎・竹野地域は賃借事例が少なく、表記

しません。



問い合わせ先　　豊岡市農業委員会　TEL.0796-21-9021
　　　　　　　　　　　　　　　　最寄りのJAの農業者年金担当

　　　　　　　　独立行政法人農業者年金基金
　　　　　　　　　　　　　専門相談員　TEL.03-5919-0371
　　　　　　　　　　　　　企画調整室　TEL.03-5919-0332

⑦　とよおか農業委員会だより　⑦　とよおか農業委員会だより　2025. 3.312025. 3.31
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農
業・農
村
は
、生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
米・野
菜
な
ど
の

生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、水
田
は
雨
水
を一時
的
に
貯
め
て
洪
水

や
土
砂
崩
れ
を
防
ぎ
、コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
多
様
な
生
き
物
を
育
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、農
村
の
風
景
は
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
な
ど
、そ
の
恵
こ
そ
が
農
業・農
村
が
も
た
ら
す
多
面
的
機

能
で
す
。

　
離
農
者
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
中
、人
口
の
減
少
も
重
な

り
祭
り
な
ど
の
伝
統
文
化
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。今
、

将
来
に
わ
た
っ
て
農
業・農
村
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る

か
が
最
大
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。課
題・問
題
点
は
、そ
の
都

度
農
業
委
員
会
な
ど
行
政
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、集
落
ご
と
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
終
わ
り
に
、本
誌
の
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
長
　
原
　
清
美
）

環境に優しいベジタブルインキで
印刷しています。

　どんど焼きは地域の住民が、藁や青竹
でやぐらを作り、持ち寄った門松やしめ
縄などの縁起物と一緒に燃やし、正月飾
りを目印に家に来てくださった年神様を、
正月飾りを燃やした煙と一緒に見送ると
いった意味があるとともに、縁起物を燃
やして、集落の人々の１年間の災いを払
い、五穀豊穣や商売繁盛、家内安全、無
病息災、子孫繁栄を願うものです。
　全国的には１月15日頃に行われますが、
竹野界隈では７日に実施されているよう
です。近年、温暖化による異常気象により、
稲作を始めとした農産物に悪影響が及ん
でいますが、今年こそは五穀豊穣をと願
いたいものです。

（農業委員　瀧下　康徳）

どんど焼き表紙について

全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

農委だより第60号は私たちが担当しました。
後列左から　松本委員、瀧下委員、橋本委員、
　　　　　　田中委員、鳥尾委員
前列左から　桑田委員、平峰委員、原委員、
　　　　　　尾藤委員、鞍留委員

とよおか農業委員会だより　とよおか農業委員会だより　2013. 8. 252013. 8. 25　⑧


